
広報 長 房 住 民 協

第66号
2023年 (令和 5年 )

1月 30日

家康を祀る中郷の日光神社

長房話題★あれこれ

自作の蘭 (ラン)を前に「多摩蘭友会」の皆さん

第 1回ながふさこどもまつり長岡さんが自宅屋上に建てた天文台いちよう祭りで見かけた自衛隊の高射砲

鯉
の
ぼ
り
掲
揚
を
続
け
た
い

長
房
地
域
住
民
協
議
会
会
長
　
松
葉
浩
充

昨
年
５
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
規
模
を
縮
小

し
て
鯉

の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
地
域

の

人
や
遊
歩
道
利
用
の
方
な
ど
大
勢

の
方
か
ら

喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
撮
影
す
る

方
も

い
て
、

い
い
成
長
記
念
に
な

っ
た
こ
と

で
し

ょ
う
。
今
年
も
是
非
開
催

し
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

様
子
を
見
な
が
ら
各
種
模
擬
店
な
ど
も

い

い
で
す
ね
。
舞
踏
や
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
。

各
種
作
品
展
な
ど
も
。
展
示
は
絵
画
、
写

真
、
書
道
、
手
芸
品
な
ど
、

（昔

の
も

の
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
）
そ
し
て
生
花
教
室
、
お
持
ち

帰
り

の
で
き
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
、
毎
回
テ
ー

マ
を

変
え
て
子
ど
も
向
け
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

折
り
紙
教
室
も
好
評
で
す
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
い
試
着
や
、
消

防
車
乗
り
も
子
ど
も

の
楽
し
み
で
す
。
空
手

の
試
技
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

住
民
協

の
課
題
は
こ
れ
ら
の
諸
行
事
を
継

続
し

て

い
く

の
に
は
若

い
世
代

の
人

に
加

わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ

の
１
年

が
会
員
各
位
、
ご
家
族
様

に

と

っ
て
平
穏
で
あ
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り

ま
す
。

★長房地域住民協のホーム入―ジ…….・・「長房市民センター住民協議会だより」で検索してください。
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広報 長 房 住 民 協
，
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脹
臨
市
の
天

散
策
記
３２

八
王
子
の
歴
史
文
化

『百
年
の

計
』
（八
王
子
市
教
育
委
員
会
発

行
）
に
よ
る
と
、
市
の

「無
形
民

俗
文
化
財
」

２５０
ペ
ー
ジ
に
Ｈ
か
所

の
天
然
記
念
物
リ
ス
ト
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
甲
州
街
道
イ
チ
ョ

ウ
並
木
、
横
山
事
務
所
の
オ
オ
ツ

ク
バ
ネ
ガ
ン
な
ど
で
す
。
今
回
は
、

こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
樹
木
が
長
房

地
区
に
も
あ
り
ま
す
の
で
散
策
し

て
く
だ
さ
い
。

ぬ
銭
叫
格
逍
く
の

「
サ

イ

カ

チ

の

ネ

」

以
前
石
井
肉
店
が
あ

っ
た
場
所

が
更
地
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

１
本
の
古
い
大
木
が
立

っ
て
い
ま

す
。
木
の
下
に
は
藤
の
実
に
似
た

種
の
殻
が
落
ち
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
サ
イ
カ
チ
の
木

（ジ
ャ
ケ
ツ
イ

バ
ラ
科
）
で
す
。

然

記
念

物

に

匹
敵
す
る
巨
樹

長
房
町
会

　

伊
藤

ウ万

「三
軒
在
家
む
か
し
と
い
ま
」
の

書
籍
に

「サ
イ
カ
チ
は
語
る
」
と

の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
万
治
年
間

（
１
６

５

８
～

１

６
６

１
）
に
、

郷
士
格
設
楽
杢
左
衛
門
は
高
尾
町

河
原
宿
で
度
重
な
る
洪
水
被
害
の

た
め
南
浅
川
の
流
路
を
北
に
延
ば

す
大
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
護
岸
に
強
く
根
を
張

る
サ
イ
カ
チ
の
木
を
両
岸
に
植
え

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
別
説

で
は
、
南
浅
川
が
濠
の
役
目
を
す

る
八
王
子
城
の
守
り
に
長
い
棘
を

持
つ
サ
イ
カ
チ
を
並
べ
て
植
え
た

「
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:  センター利用グ′ι-7の紹介(15)  :

多摩蘭友会

多摩蘭友会は、人王子市、多摩市、日野市、

立川市など多摩地区を中心とする洋蘭愛好者の

団体で、初心者からベテランまで現在 15名 の会

員がいます。

自分でも蘭の花を咲かせてみたい初心者は、
ベテラン会員に栽培方法のこつを教わりながら

洋蘭栽培の上達を目指 し、和気あいあいとした

雰囲気の中で楽しんでいます。

咲かせた花は、毎月第3日 曜の例会や、春秋の

展示会で発表する機会があるほか、新 しい洋蘭

を求めて蘭園の見学会等も開催 しています。

問い合せ先 :電話 :050-5326■ 205

メ‐―ル:otolawase@tamaranyukal.org

ガヽ‐-2ヽ ′く‐―
=ジ

:http://tamaranyukaio org/

市

民

セ

ン

タ

ー

で

、

横

北

町

自

連

の

防

災

講

習

会

講
師

¨
東
一泉
都
エユ
大
学
都
市
環
境

学
都
市
政
策
科
学
教
授
、
市
古

コ
ロ
ナ
禍
前
の
横
山
北
地
区
町

会
自
治
会
連
合
会
は
隔
年
に
長
房

小
学
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
加
盟
す
る
町
会
自
治

会
役
員
、
地
域
関
連
団
体
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
て
、
長
房

・
並
木

町
の
地
域
の
地
震
災
害
や
大
雨
災

害
火
山
噴
火
の
降
灰
等
の
自
然
災

害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
、
自
助

・

共
助
の
対
処
に
、
町
会

。
自
治
会

の
役
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
動

で
き
る
知
識
を
学
習
し
て
住
民
力

の
向
上
を
図
る
た
め
防
災
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

市
協
働
推
進
課
課
長
は
じ
め
防

災
課
、
消
防
署
浅
川
出
張
所
長
他
、

参
加
者
の
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

太
郎
先
生

内
容

¨
講
師
テ
ー
マ

「気
象
災
害

情
報
の
理
解
活
用
と
対
話
型
防
災

訓
練
の
意
義
」

感
想

¨
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
や
組
織

・
運
用

・
活
用
が
話

さ
れ
、
課
題
が
見
え
ま
し
た
。

参
加
人
数

¨
８５
名

（横
北
町
自
連

加
盟
町
会

。
自
治
会
の
役
員
、
地

域
に
関
わ
る
招
待
者
）

協
力

¨
八
王
子
市

・
八
王
子
消
防

団
第
９
分
団

・
八
王
子
女
性
防
火

協
会
第
９
支
部
。

横
山
北
地
区
町
会
自
治
会

連
合
会
会
長

　

伊
藤
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:星空に魅せられて
:      私の趣味  長岡晋作さん

: 私の趣味は天体観測です。初めて天文に興味

:を持ったのが中学生の頃で、途中何度もブラン

iクの期間がありましたが既に 40年を超える付

:き合いになります。星々が見せる神秘に圧倒さ

:れ、様々な天体の多種多様な姿は見飽きること

iがありません。愛機は、直径 32cmの屎射望遠

:鏡です。アマチュア向けとしては大国径ですが、

:車に積んで遠くにでかけるのに適した望遠鏡で

:大変気に入っています。これくらいの口径にな

:る と条件さえよければ「アンドロメダ銀河Jが

:本やネットに出ている写真のように見ることが

iできます。

i 基本的に空が暗い山に出かけ、一晩中徹夜で

i観測しますが結局晴れずに収穫なく帰ってくる

:こ ともあります。それほどまでしても出かける

:のは、やはり「星空に魅せられて」としかいい

:よ うがありません。星空を見る楽しさや感動を

:多 くの人に知ってもらいたいという気持ちから、

:八王子天文同好会の星仲間や地域の方の協力を

:得て、地元の長房で星空観望会を企画し実施し

iています。長房市民センター前での季節ごとの

i星座解説を取 り入れた観望会、横山第二小学校

iでの月、木星、土星の観測をメインにした観望

:会等です。直近では、日本で 442年ぶりとなる

:珍 しい「皆既月食 &天王星食Jを地域の皆さん

:と 一緒に観測しました。

: 観望会では、参加された大人や子供たちから、

:星がきれい、月のクレーター・木星の縞模様・

:土星の輪を初めて見た、感動したという沢山の

i声をいただき、企画したこちらも大変嬉しくや

iり がいを感じています。

i 趣味が高じて、遠出せず観測できるように自

i宅に天文台を作 りました。機会があれば地域の

:皆さんと一緒に楽しめればと思っています。
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と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
私

有
地
の
中
に
あ
る
こ
の

一
本
し
か

残

っ
て
い
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
市

の
保
護
が
待
た
れ
ま
す
。

ヤ
郷
日
光
神
社
の

「
ス
ダ
ジ
イ
」

中
郷
の
日
光
神
社
は
家
康
を
祀

る
た
め
に
丼
上
出
羽
が
建
立
し
た

神
社
で
す
。
そ
の
崖
の
上
に
神
社

を
守
る
か
の
よ
う
に
植
え
ら
れ
た

ス
ダ
ジ
イ

（ブ
ナ
科
）
が
ど

っ
し

り
と
茂

っ
て
い
ま
し
た
。
根
廻
は

太
く
、
５
～
６
ｍ
あ
り
ま
す
。

根
元
が
浸
食
さ
れ
、　
一
部
露
出

し
て
い
ま
す
。
早
急
に
保
護
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

【参
考
ま
で
に
】

八
王
子
み
な
み
野
駅
南
側
に
あ

る
宇
津
毘
沙
門
天
の
ス
ダ
ジ
イ

（市

の
天
然
記
念
物
）
は
樹
齢
約

二
百
年
、
樹
高
二
十

ｍ
で
す
。

船
田
小
学
校
の

「な
が
ふ
さ
こ
ど
も
ま
つ
り
」

第
１
回
な
が
ふ
さ
こ
ど
も
ま
つ

り
に
、
三
百
人
を
越
す
児
童
や
保

護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
き
な
協
力
の
輸
。

１２
月
３
日

（土

）
船
田
小
学
校
で
、
中
郷
児

童
館
が
呼
び
掛
け
、
地
域
の
関
係

団
体
や
大
学
生
が
協
力
し

「第
１

回
な
が
ふ
さ
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が

盛
大
に
行
わ
れ
、
元
気
な
声
が
校

庭
や
体
育
館
に
ひ
び
き
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
、
日
頃
長
房
地

域
の
児
童
館
を
利
用
し
て
い
る
こ

ど
も
を
は
じ
め
、
ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生

委
員
、
青
少
対
、
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
大
学
や
、
長
房
、
城
山

手
地
域
の
み
な
さ
ん
、
高
齢
者
安

心
セ
ン
タ
ー
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
参
加
と
協
力
の

呼
び
掛
け
を
広
げ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
参
加
の
輪
が
で
き
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

輪
投
げ
、
輪
ゴ
ム
射
的
、
ド
ン
グ

リ
笛
づ
く
り
な
ど
多
彩
な
体
験
や

楽
し
み
、
プ

レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
、

保
護
者
も

一
緒
に
楽
し
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

長
房
西
ア
パ
ー
ト
連
合
自
治
会

西
山
典
明



広報 長 房 住 民 協 (4)
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:市民センター利用グループの紹介 (16)

混声合唱団
: 昨年秋に「A.d.c.仲間の合唱団コーラス

:コ ンサート」に参加しています。令和 5年度

:(10月 7日 )に向けて、日下「中山晋平 10の

:メ ロディー (合唱によるおとなのための童謡曲

:集)か ら数曲と、」.S.バ ッハ「主よ、人の望み
:

iの喜びよ」を練習しています。        i
l 合唱指導者は、香月健先生 (桐朋学園音楽大 :

:学声楽専攻出身、バリトン)と 、染谷知子先生 (お i

日  の

:  界
:  あ
二    り
日   ま
:   し
:  た
日

片
樟
撚
タ
ラ
ウ
ン
ミ
コ
ル
フ
大
会

Ｈ
月
２６
日

（土
）
長
房
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
第
１３
回
の
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
若
千

の
小
雨
程
度
で
、
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
６７
名
、
優
勝
者
は
、

男
子
、
田
名
網
英
治
さ
ん

（長
房

南
）
女
子
は
前
回
と
同
じ
高
橋
澄

子
さ
ん

（船
田
）
で
し
た
。

お
見
事
―

庭

木

の
剪
定

１０
月
２４
日

（休
館
日
）
に
セ
ン

タ
ー
職
員
２
名
を
含
め
て
１８
名
で

剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
会
館

西
側
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
専
門
家
の

意
見
で
、
丸
坊
主
ま
で
に
し
ま
し

た
。
新
芽
が
楽
し
み
で
す
。

草
取
り
は
セ
ン
タ
ー
職
員
が
日

頃
か
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
あ

ま
り
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
利
用
者
や
近
隣
の
人
か
ら
、

「き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
」

未
来
デ
ザ
イ
ン
室
か
ら
お
知
ら
せ

地
域
づ
く
り
推
進
会
議
制
作
の

「地
域
カ
ル
テ
」
に
は
長
房
地
域

の
お
祭
り
や
地
域
の
情
報
な
ど
が

載

っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
テ
は
市
民

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
は
野
田
明
美
ま
で

昨
年
度
の
ウ
オ
ー
ク
は
下
長
房
周
辺
の
遺
跡

　
¨

ロ

ニ

ロ

ニ

ロ

‥

Ｌ

市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
御
陵
線
の

橋
脚
を
迪
り
、
陸
軍
幼
年
学
校
正

門
跡
、
日
光
神
社
、
慈
眼
寺
、
長

泉
寺
、
東
照
寺
な
ど
多
く
の
神
社

仏
閣
や
鎌
倉
街
道

「
山
の
道
」
が

通
る
武
蔵
野
陵
ま
で
足
を
伸
ば
し
、

下
長
房
の
遺
跡
を
を
く
ま
な
く
巡

り
ま
し
た
。

終
了
地
点

の
陵
南
公
園
は
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
自
転
車
競
技
場
に
決
定

さ
れ
、
競
技

の
ト
ラ

ッ
ク
と
共
に

選
手
村
と
し
て
使
用
さ
れ
、
当
時

「
高
尾
村
」
と
呼
ば
れ
た
と
か
。

口

一
●
Ｊ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
植
木
剪
定
と
未
来
デ
ザ
イ
ン
¨

:][[::[景][[][::]JiFZ`を :ヽ呵
: 混声合唱は心身ともリフレッシュさせ、若返 i ウ

舅〔言[]:3麒仄挽:;
:時 まで練習しています。会費 2,000円。    :
:  連絡先 :米澤克夫 (090-4667-6680)  :

:  メール :kyonezaw777@gm灘 1.com   :
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:長房 ふ れ あ い ウ オ ー ク ヘ の お 誘 い :

:第 10回目になります。「長房周辺散策記」の i
i読者の方をお誘いして歩きます。歩きやすい  :
:服装でご参加下さい。体温測定等コロナ禍の  i
配慮もお願いします。

|

:含
○ 日時  2023年 3月 4日 (」ヒ)9時から 12時 : 畢

(雨天延期別途お知らせ) :園

○コース 市民センターから多摩森林科学園、 : 懐
|

: 妙観寺、梶原八幡神社方面
:そ
: の

:○予約不要自由参加 (参加費無料)資料をお渡 : 甲

「
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: しします。
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:○長房地域住民協議会の活動としてふれあい編 : で
1 :し
E 集委員の伊藤 (090-2738-3422)が案内します。: だ
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